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長野県西部地震の震源域における高分解能応力場
High-resolution crustal stress field in the focal region of the Western Nagano Prefecture
earthquake
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長野県西部地震の震源域において、地震メカニズム解を用いた応力逆解析により、1kmメッシュの空間分解能で応力場
を推定した。長野県西部地域では、四半世紀にわたって微小地震活動が継続しているが、1995年から始まった高精度の
稠密地震観測により、大量のデータが蓄積されている。1995-2007年に精度良く決定された地震は約 3万個、そのうち、
メカニズム解の節面の方位の誤差が 10度以内に推定されたものは約２千個存在する。今回は、断層面解の任意性を考慮
した応力逆解析により、1984年の震源断層沿い、および断層周辺における応力場の不均一を推定した。

Yukutake et al.(2010)によって指摘されているように、断層周辺では逆断層型、震源断層沿いにおいては横ずれ型の応
力場が卓越する。より詳細に見ると、断層沿いにおいては、地震すべりが起こったと推定される領域では横ずれ型であ
るのに対して、それ以外では逆断層である傾向が見られた。断層周辺では、低速度異常域の近傍で応力場の乱れが見ら
れた。
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